
国道
支出金

その他
一般
財源

事務事業
の休止・
廃止など

コスト
縮減など

他事業と
の統合や
民間委託

下水道事業一般管理事務 Ｒ５ 42,733 36,918 5,815

Ｒ４ 47,668 41,140 6,528

増減 △ 4,935 △ 4,222 △ 713

公共下水道事業公営企業会計移行 Ｒ５ 0

Ｒ４ 0

増減 0

公共下水道維持管理業務

Ｒ４ 28,633 28,194 439

増減 318 247 71

石狩川流域下水道管理業務 Ｒ５ 38,279 29,709 8,570

Ｒ４ 37,026 26,541 10,485

増減 1,253 3,168 △ 1,915

石狩川流域下水道工事負担金

Ｒ４ 8,565 8,565

増減 622 622

下水道事業長期債償還元金 Ｒ５ 300,765 112,259 188,506

Ｒ４ 314,728 133,068 181,660

増減 △ 13,963 △ 20,809 6,846

下水道事業長期債償還利子 Ｒ５ 25,139 6,064 19,075

Ｒ４ 31,351 11,838 19,513

増減 △ 6,212 △ 5,774 △ 438

前年度繰上充用金 Ｒ５

Ｒ４ 1,345 1,345

増減 △ 1,345 △ 1,345

Ｒ５ 445,054 222,578 222,476

Ｒ４ 469,316 249,346 219,970

増減 △ 24,262 △ 26,768 2,506

1.必要性（市が実施しなければならない理由など） 高い・低い
2.成　果（市民福祉の向上は図られているかなど） 向上した・維持した・低下した
3.要　望（市民・団体等からの要望など） 有・無
4.行財政改革の取組
　⑴事務事業の休止・廃止など 有・無
　⑵コスト縮減など 有・無
　⑶他の事業との統合や民間委託等 有・無
※総合判定（休止・廃止・終了・拡充・縮小・継続・改善・評価対象外）

無 無 無
下水道事業の推進に努めて
いく。

2 高い 維持した 無 無 無 無

令和６年４月から地方公営
企業法の全部適用により特
別会計から企業会計へ移行
している。

　公共下水道事業の地方公営企業法適用に向けた固定資産台帳の整
備を行うとともに、財務会計システム及び下水道料金システムの更
新を行った。なお、移行に係る経費については特別会計打切り決算
により特例的未払金として法適用後の企業会計にて負担する。

第 ４ 表　主要事務事業実施の状況及び事務事業評価結果

№ 事務事業名 / 事業内容及び成果
決算額
（千円）

財源内訳（千円）
事務事業評価

1.必要性 2.成果 3.要望

4.行革の取組

総合判定今後の方向性

令和６年度から
企業会計へ事業

移行

令和６年度から
企業会計へ事業

移行
　下水道事業を推進するために適正な職員数を配置するとともに、
下水道事業に係る消費税の申告事務を適切に処理した。

無

経営状況をより明確化する
とともに、公共用水域の保
全と住民生活に必要なサー
ビスの安定的な提供に努め
ていく。

令和６年度から
企業会計へ事業

移行

　快適な住環境の促進及び水質環境の保全を行うため、経済的・効
果的な維持管理を行うことにより、下水道施設の長寿命化を図っ
た。
⑴下水道マンホール内ポンプ所保守点検業務委託料
　14箇所（±０箇所）　1,408,000円（66,000円増）
⑵下水道管路施設調査清掃業務委託料
　２ブロック（±０ブロック）
　Ｌ＝21,811.00ｍ（2,386.62ｍ増）
　6,358,000円（1,364,000円減）

4

510

高い 維持した 無 無 無3

Ｒ５ 28,951 28,441

　市内で排出される汚水を、終末処理場（石狩川流域下水道奈井江
浄化センター）で広域処理することにより、住環境を向上させると
ともに、維持管理の節減に努めた。
⑴共同負担分       2,319,000円  （487,000円減）
⑵水量負担分　　　35,960,000円（1,740,000円増）

1 高い 維持した 無

高い

排出された汚水を広域処理
することにより、住環境の
向上に努めていく。

令和６年度から
企業会計へ事業

移行
高い 維持した 無 無 無 無

7 高い 維持した

令和６年度から
企業会計へ事業

移行

石狩川流域下水道工事負担金
⑴補助事業分　　 2,129,176円（2,911,468円減）
⑵単独事業分　     939,775円  （338,499円増）
⑶補助事務費　　   346,592円  （940,814円減）
⑷繰越明許費　　 4,093,321円　　　　 （皆増）
⑸道資本費負担分 1,677,952円   （42,643円増）

6 高い 維持した 無 無 無 無
償還条件に基づき、今まで
借り入れた地方債の償還元
金を適正に償還していく。

維持した 無 無 無 無

汚水については広域処理が
必要なため、北海道及び構
成市町により工事費を負担
し、管路及び処理施設の改
築更新工事を実施していく
ことにより、安定した事業
を行っていく。

5

Ｒ５ 9,187 9,187

　公共下水道及び流域下水道整備に係る市債や、高資本費対策及び
高金利対策借換債など、今まで借り入れた地方債の償還利子を、償
還条件に基づき適正に償還した。

無 無 無 無
償還条件に基づき、今まで
借り入れた地方債の償還利
子を適正に償還していく。

令和６年度から
企業会計へ事業

移行

令和６年度から
企業会計へ事業

移行

　公共下水道及び流域下水道整備に係る市債や、高資本費対策及び
高金利対策借換債など、今まで借り入れた地方債の償還元金を、償
還条件に基づき適正に償還した。

　前年度決算は収支均衡を保ち、収支赤字分の発生はなかった。

合　　　計

-


